
《決算補足説明資料》 平成２４年１０月２９日

１．平成２５年３月中間期連結決算について

（１）損益実績 （２）※H２５年３月中間期連結営業利益の
(億円) H２４年３月中間期比 ６１億円減少の要因

億円

(注)Ｄ/Ｅレシオの算出方法：有利子負債(リース債務除く）÷純資産

（３）連結受注・売上実績

《受注高》 (億円) 《売上高》 (億円)

《受注残高》 (億円)

（内、輸出） (1,096) (1,237) (△ 141)

合　　計 2,185 2,399 △ 214

不 動 産 他 7 7 0

産業機械 995 977 18

素形材・エネルギー 1,182 1,414 △ 232

H25年3月
中間期

H24年3月
中間期

差　異

・代価減、コスト改善

素形材・エネルギー

・減価償却費減少、経費等節減

産 業 機 械

H24年3月
中間期

445

合計

・生産/売上増減による利益の増減

・燃料（主に油）の価格UP

・為　替　差　損
（＄＝ ８４．１２円 ⇒ ７９．５５円)

・原材料、部品の購入価格低下

△ 61

△ 42

2

△ 1

△ 32

△ 4

16

1,075

11

(26)

△ 40

(519)

1,115合　　計

不 動 産 他

H25年3月
中間期

569

534

差　異

618

0

△ 35

11

53

(443)

587

11

916

素形材・エネルギー

産 業 機 械

11

881

(335)

有利子負債残高

229

合　　計
（内、輸出）

640

0.08

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等

H25年3月
中間期

H24年3月
中間期

売上高経常利益率

0.49

616

0.50

7.7% 12.5%

0.21

317

155

142

70

8

17

118

24

139

122

28

20

8

差　異

78

186

81

△ 39

56

△ 27

売 上 高 1,115

960単　　　独

H25年3月
中間期

H24年3月
中間期

1,075

889

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等

25

83

66

17

単　　　独

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等

経常利益

単　　　独

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等

営業利益 (※)

当期純利益

純Ｄ／Ｅレシオ

特別損益

Ｄ／Ｅレシオ

不 動 産 他

単　　　独

△ 40

△ 71

31

△ 12

△ 56

△ 56

△ 61

△ 62

1

0

前期比

-4%

－

－

-43%

－

－

-40%

△ 4.7%

－

－

－

-64%△ 50

△ 50

0

－

－

差　異

△ 88

2

△ 0.01

△ 0.13

△ 124

618

84

0

(△ 108) （内、輸出） (545)

　素形材・エネルギー事業は、震災や欧州・新興国の景気減速により需給悪化から大型鋳鍛鋼品の受注量及び代
価水準が下落し採算が大幅に悪化。
一方、産業機械事業は樹脂機械製品・IT製品が伸長。　売上・利益ともに改善し、営業利益は対前年同期比64％
増。全社営業利益８１億で、対前年同期比△４３％減も、期初予想６０億に対しては２１億の改善。

（決算補足説明資料） 1/2 （株）日本製鋼所（5631）



２．平成２５年３月期の連結業績見通しについて

（１）損益見通し （２）※H２５年３月期連結営業利益予想の
(億円) H２４年３月期比 ７９億円減少の要因

億円

(注)Ｄ/Ｅレシオの算出方法：有利子負債(リース債務除く）÷純資産

（３）連結売上予想 （４）設備投資計画

《売上高》 (億円) (億円)

以　上

△ 0.08

75

0.47

△ 0.07

△ 99604505

0.10

125

112

△ 6

32・減価償却費減少、経費等節減

合計

・生産/売上増減による利益の増減

合　　　計 65 82

0不 動 産 他

産 業 機 械

素形材・エネルギー 28

・原材料、部品の購入価格低下

△ 40

4

単　　　独 60

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 32

経常利益 160 233

△ 30

30

△ 42

単　　　独 130 201

特別損益

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 40 41 －△ 1

120 198 －△ 78

営業利益 (※) 160 239 △ 33%△ 79

単　　　独 1,895 1,893 2

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 385 320 －65

H25年3月期
予想

H24年3月
実績

差　異
（予想）

売 上 高 2,280 2,213 67

67

素形材・エネルギー 920

（内、輸出）

産業機械

不動産　他

合　　計

1,340

1,050

1,139

(1,016)

20

2,280

(1,120)

24

2,213

(104)

201

△ 4

△ 2

当期利益

単　　　独

－

－

前期比

3%

－

△ 71

純Ｄ／Ｅレシオ

Ｄ／Ｅレシオ 0.39

1315

10.5%

0.03

18

差異
(予想）

36

H25年3月期
予想

△ 130 62

H24年3月
実績

1

有利子負債残高

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等

売上高経常利益率 7.0%

－

H25年3月期
予想

H24年3月
実績

△ 79

△ 40%

2

△ 52 －

△ 50

△ 67

△ 2

・為替差損（＄下期７８円を想定)

△ 3.5%

・燃料（主に油）の価格UP

・代価減、コスト改善

△ 12

△ 31%△ 73

－

　素形材・エネルギー事業は、受注回復に時間を要し、下期後半から回復基調を見込む。　売上減、代価減の影響
が大きく、コスト削減等でカバ－出来ず大幅減益。
産業機械事業は、樹脂機械及びサ－ビス拡大とＩＴ関連製品の伸長により売上高大幅増とともに増益確保。
営業利益は１６０億を予想し、期初予想１５２億を８億上方修正。

（決算補足説明資料） 2/2 （株）日本製鋼所（5631）


